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天武朝期における野洲地域出土須恵器の法量分化について 

‐西河原森ノ内遺跡北半包含層を中心として‐ 

遠 藤 あ ゆ む 

はじめに 

現在、飛鳥時代の土器編年は飛鳥地域の大量消費地から

出土する膨大な資料群に基づいて編年案が示されている。

西弘海氏が「飛鳥・藤原宮発掘調査報告書２」で示した編

年案から四十年以上を経て、飛鳥時代の土器五期区分編年

は、様々な研究者が練り上げて、非常に緻密な研究となっ

ている。一方で、編年案が飛鳥地域という極めて特殊な環

境下における編年という弱点があることは無視できない。

例えば、飛鳥地域の地域としての特殊性は、土師器の調整

痕からも見られる。飛鳥地域でみられる土師器杯身は内面

を丁寧にナデ調整した後にミガキ調整による暗文を施し、

外面も丁寧にケズリ調整やミガキ調整によって成型される。

一方、他地域の土師器杯身は内面に暗文を入れることはあ

れど、外面にミガキ調整やケズリ調整を施していない、施

している事例も飛鳥地域に比して粗雑な調整である傾向に

ある。 

飛鳥地域でみられる土器様相は、須恵器食器と土師器食

器の法量の互換性がみられ、成形も緻密で良質な土器が多

い。対して、地方で使用されている須恵器食器や土師器食

器は、良質な土器とは言い難い製品も多く出土し、多少歪

な成型のものや、土器の胎土が砂混じりなど使用に不適と

思われる土器も存在する。 

このように、飛鳥地域と他地域、特に官衙的要素が見ら

れない地域の土器様相は、おおまかには同じ様相を持つが、

細かい部分に着目すれば多少の差異を持つ。つまり、飛鳥

地域と他地域の土器生産において、ある程度のそれぞれの

地域による特色が反映された土器生産が行われていたと考

えられる。私は、器形や調整、法量分化といった手法で行

われている現在の緻密な時期区分が成されている飛鳥地域

の編年案を、地域の土器に当てはめる場合、地域による土

器生産の様相差は無視できないものであると考える。この

問題を解消するためには、地域ごとに消費地、生産地の編

年案を作成し、飛鳥地域との差異を露見させ、細かく検証

する必要があると考える。 

本稿は天武朝期における野洲地域の消費地における土器

様相を示すため、天武朝期とみられる木簡が出土し、同時

期と思われる遺物が共伴している湯ノ部遺跡 SD2401、及び

野洲地域の中で、いわゆる「畿内産土師器」の出土量が多

い西河原森ノ内遺跡北半包含層の遺物を、今回の検討対象

とする。両遺跡の報告書に記載されている土器に限って、

計量的な観点から分析し、法量分化が存在の有無を検証す

ることとする。両遺跡で行った計量的分析を、飛鳥地域で

の計量的分析結果と比較することで、飛鳥地域と野洲地域

の土器の法量分化の差異を抽出し、野洲地域の官衙的要素

を持つと目される遺跡から出土する土器群に在地性の有無

を検証したい。 

 

1.都城における土器研究 

律令期における土器様式は「法量の規格性」「多種な器種

分化」「土師器と須恵器の互換性」の三点を特徴とし、その

特徴を有する土器群を「律令的土器様式」(1)と呼称する。

また、七世紀後半から八世紀前半にかけては、食器類の口

径が拡大し、器高が低くなる傾向を持つ。法量の規格性と

器種の多様性は、宮都に近ければ近いほど多種多様な器種

がみられ、宮都から離れれば離れるほど多様性を失ってい

く。また、より大規模な官衙的施設であればあるほど多様

な器種がみられるといわれる。 

 

2.遺跡の概要 

西河原遺跡群 西河原遺跡群は、旧中主町、現在の野洲市

中主に当たり、日野川の沖積作用によって形成された氾濫

原及び三角州地帯にある（図１）。当地域は中世以降堆積を

増し、内陸部となっているが、古代においては低湿地の様

相を見せていたと考えられる。いわゆる畿内産暗文土師器

が多く出土していること、硯（あるいは転用硯）の出土量

の豊富さ、卓越した木簡の出土量などから、野洲地域の中

で特に官衙的要素をもった遺跡群であり、野洲郡衙の推定

地である小篠原遺跡と関連を持った遺跡群と想定されてい

る。 

湯ノ部遺跡 湯ノ部遺跡は西河原遺跡群南西に位置し、飛

鳥時代の掘立柱建物、溝が検出された（図２）。遺構からは

7 世紀後半～8 世紀前半にかけての土器が出土している。

中でも南北方向に伸びる溝 SD2401 からは「丙子年十一月

作文記」と年紀を記す文書木簡が出土している（図３）。「謹

牒也」終わる養老公式令の牒式にのっとった木簡であり、

676 年に記されたとされる。この木簡は 7 世紀後半に書か

れたものであるが、当木簡の内容から、長期保存を想定し

ていると思われる。木簡が遺棄された年代は 7世紀末頃で

あると考えられる。しかし、周辺の遺構は鍛冶工房跡と考

えられ、木簡内容との関連性が薄いことから、木簡は調査

区近隣で遺棄されたものが流れ着いたものであると想定さ

れている。 

SD2401 出土須恵器食器は、杯蓋、有台杯身、無台杯身、

高杯である。このうち報告されている杯蓋は点数が少なく、

かつ残存部位の割合が低いものが多いため、計量に適しな

いと判断し、今回は除外した。有台杯身は報告数が 10点と

－ 28 －



天武朝期における野洲地域出土須恵器の法量分化について（遠藤あゆむ） 

天武朝期における野洲地域出土須恵器の法量分化について 

‐西河原森ノ内遺跡北半包含層を中心として‐ 

遠 藤 あ ゆ む 

はじめに 

現在、飛鳥時代の土器編年は飛鳥地域の大量消費地から

出土する膨大な資料群に基づいて編年案が示されている。

西弘海氏が「飛鳥・藤原宮発掘調査報告書２」で示した編

年案から四十年以上を経て、飛鳥時代の土器五期区分編年

は、様々な研究者が練り上げて、非常に緻密な研究となっ

ている。一方で、編年案が飛鳥地域という極めて特殊な環

境下における編年という弱点があることは無視できない。

例えば、飛鳥地域の地域としての特殊性は、土師器の調整

痕からも見られる。飛鳥地域でみられる土師器杯身は内面

を丁寧にナデ調整した後にミガキ調整による暗文を施し、

外面も丁寧にケズリ調整やミガキ調整によって成型される。

一方、他地域の土師器杯身は内面に暗文を入れることはあ

れど、外面にミガキ調整やケズリ調整を施していない、施

している事例も飛鳥地域に比して粗雑な調整である傾向に

ある。 

飛鳥地域でみられる土器様相は、須恵器食器と土師器食

器の法量の互換性がみられ、成形も緻密で良質な土器が多

い。対して、地方で使用されている須恵器食器や土師器食

器は、良質な土器とは言い難い製品も多く出土し、多少歪

な成型のものや、土器の胎土が砂混じりなど使用に不適と

思われる土器も存在する。 

このように、飛鳥地域と他地域、特に官衙的要素が見ら

れない地域の土器様相は、おおまかには同じ様相を持つが、

細かい部分に着目すれば多少の差異を持つ。つまり、飛鳥

地域と他地域の土器生産において、ある程度のそれぞれの

地域による特色が反映された土器生産が行われていたと考

えられる。私は、器形や調整、法量分化といった手法で行

われている現在の緻密な時期区分が成されている飛鳥地域

の編年案を、地域の土器に当てはめる場合、地域による土

器生産の様相差は無視できないものであると考える。この

問題を解消するためには、地域ごとに消費地、生産地の編

年案を作成し、飛鳥地域との差異を露見させ、細かく検証

する必要があると考える。 

本稿は天武朝期における野洲地域の消費地における土器

様相を示すため、天武朝期とみられる木簡が出土し、同時

期と思われる遺物が共伴している湯ノ部遺跡 SD2401、及び

野洲地域の中で、いわゆる「畿内産土師器」の出土量が多

い西河原森ノ内遺跡北半包含層の遺物を、今回の検討対象

とする。両遺跡の報告書に記載されている土器に限って、

計量的な観点から分析し、法量分化が存在の有無を検証す

ることとする。両遺跡で行った計量的分析を、飛鳥地域で

の計量的分析結果と比較することで、飛鳥地域と野洲地域

の土器の法量分化の差異を抽出し、野洲地域の官衙的要素

を持つと目される遺跡から出土する土器群に在地性の有無

を検証したい。 

 

1.都城における土器研究 

律令期における土器様式は「法量の規格性」「多種な器種

分化」「土師器と須恵器の互換性」の三点を特徴とし、その

特徴を有する土器群を「律令的土器様式」(1)と呼称する。

また、七世紀後半から八世紀前半にかけては、食器類の口

径が拡大し、器高が低くなる傾向を持つ。法量の規格性と

器種の多様性は、宮都に近ければ近いほど多種多様な器種

がみられ、宮都から離れれば離れるほど多様性を失ってい

く。また、より大規模な官衙的施設であればあるほど多様

な器種がみられるといわれる。 

 

2.遺跡の概要 

西河原遺跡群 西河原遺跡群は、旧中主町、現在の野洲市

中主に当たり、日野川の沖積作用によって形成された氾濫

原及び三角州地帯にある（図１）。当地域は中世以降堆積を

増し、内陸部となっているが、古代においては低湿地の様

相を見せていたと考えられる。いわゆる畿内産暗文土師器

が多く出土していること、硯（あるいは転用硯）の出土量

の豊富さ、卓越した木簡の出土量などから、野洲地域の中

で特に官衙的要素をもった遺跡群であり、野洲郡衙の推定

地である小篠原遺跡と関連を持った遺跡群と想定されてい

る。 

湯ノ部遺跡 湯ノ部遺跡は西河原遺跡群南西に位置し、飛

鳥時代の掘立柱建物、溝が検出された（図２）。遺構からは

7 世紀後半～8 世紀前半にかけての土器が出土している。

中でも南北方向に伸びる溝 SD2401 からは「丙子年十一月

作文記」と年紀を記す文書木簡が出土している（図３）。「謹

牒也」終わる養老公式令の牒式にのっとった木簡であり、

676 年に記されたとされる。この木簡は 7 世紀後半に書か

れたものであるが、当木簡の内容から、長期保存を想定し

ていると思われる。木簡が遺棄された年代は 7世紀末頃で

あると考えられる。しかし、周辺の遺構は鍛冶工房跡と考

えられ、木簡内容との関連性が薄いことから、木簡は調査

区近隣で遺棄されたものが流れ着いたものであると想定さ

れている。 

SD2401 出土須恵器食器は、杯蓋、有台杯身、無台杯身、

高杯である。このうち報告されている杯蓋は点数が少なく、

かつ残存部位の割合が低いものが多いため、計量に適しな

いと判断し、今回は除外した。有台杯身は報告数が 10点と

－ 29 －



－ 30 －



－ 31 －



－ 32 －



天武朝期における野洲地域出土須恵器の法量分化について（遠藤あゆむ） 

やや少ないが、比較的残存率の良いものが多い。口径は 9.5

～15.9cm のものが出土しており、13.5～14.4cm にピーク

を持つ。無台杯身は 10.5～14.4cmのものが出土している。

中でもピークは 10.5cm～11.4cm にあり、また 14.0cm～

14.4cmにも小ピークがみられる（表１）。 

西河原森ノ内遺跡 西河原森ノ内遺跡は、西河原遺跡群で

は北部に位置する遺跡であり、遺構面は基本的に二層から

なる。上層である第一層は奈良時代末期から平安時代前期

の遺構面、下層である第二層は七世紀後葉から八世紀前葉

にかけての遺構面が存在する（図４）。遺跡の中でも北半は

中世以降の攪乱の影響も少なく、出土遺物(2)も豊富である。

木簡は 18 点確認されており、内容が確認できるものも多

い。また、籾殻を含む腐植土層に多くの天武朝期とみられ

る土器が包含している（図５）。同地層から見つかった第十

一号木簡は、SD2205 出土の第二号木簡と内容が近似する。

第二号木簡は前述の湯ノ部遺跡 SD2401 出土の第一号木簡

と同時期のものであり、木簡の保存性を考えても西河原森

ノ内遺跡包含層の土器は湯ノ部遺跡 SD2401 出土土器と同

時期、もしくは極めて近接した時期の土器であると言える

であろう。 

包含層出土の須恵器食器は、杯蓋、有台杯身、無台杯身、

高杯である。杯蓋はカエリを持つものと持たないものが混

在している。カエリも口縁端部から突出するものは無く、

いずれも縮小されたものとなっている。カエリを持つ杯蓋

の口径は 10.5～21.5cm のものまであるが、15.0～16.0cm

に点数のピークが存在する。受け部径は 14.5～15.4mとな

り、同じく 14.5～15.4cm にピークを持つ有台杯身に対応

するものとみられる。また、18cmを超える大型のものはカ

エリをもつもののみである。カエリを持たない杯蓋は、15.0

～16.4cm にピークを持つ。受け部径は 14.5～16.0cm とな

り、有台杯身に対応するものとみられる。有台杯身は 9.8

～20.8cmのものが報告されており、9.5～11.4cmに小ピー

クがみられるものの、14.5～15.4cmに最大のピークがみら

れる。無台杯身は最も報告数が多く、9.2～16.1cm までの

ものが報告されており、10.5～13.4cmにピークがみられる

（表２）。 

 

3.両遺跡出土土器の比較・検討 

両遺跡の須恵器食器の口径を比較すると、無台杯身、有

台杯身ともに、西河原森ノ内遺跡出土品は、湯ノ部遺跡出

土品よりも口径が僅かに拡大する傾向にある。しかし、両

遺跡とも無台杯身の口径は 10.0～13.0cm、有台杯身は 14.0

～16.0cmに最も集中する。 

次に、両遺跡の器種に着目したい。西河原森ノ内遺跡・

湯ノ部遺跡 SD2401 は、須恵器食器の器種構成はほぼ差異

が無く、無台杯身、蓋、有台杯身、高杯といった基本的な

器種がみられる。しかし、土師器食器に関しては、両遺跡

の器種構成に違いがみられる。西河原森ノ内遺跡では、無

台杯身（杯Ａ・Ｃ）皿（皿Ａ）の他に、有台杯もしくは皿

とみられる器種がみられる。さらに、内面に暗文が施され

るものも多い。一方で、湯ノ部遺跡 SD2401土師器食器は暗

文の施された無台杯身（杯Ａ）のみがみられる（図６、図

７）。 

土師質の高杯や有台杯身は飛鳥地域では宮やその周辺遺

跡で多く出土する傾向にあり、宮から離れるにつれて、周

辺遺跡から出土する事例は少なくなり、量も希少となる傾

向にある。 

土師器の器種構成については、基本的な器種のみ見られ

る湯ノ部遺跡 SD2401 に対して、多様な器種分化が見られ

る西河原森ノ内遺跡は律令的土器様式の中でもより上位の

官衙的な要素を持つ遺跡と言えるであろう。 

 

4.考察 

前項を元に、西河原森ノ内遺跡・湯ノ部遺跡と飛鳥地域

出土遺物を比較することとしたい。 

野洲地域の両遺跡出土遺物の計量的分析を見ると、無台

杯身が口径 10.0～13.0cmｍに集中し、有台杯身が 14.0～

16.0cmに集中する特徴がみられる。これらの特徴は、飛鳥

地域における天武朝期（七世紀末、飛鳥Ⅳ期）とされる、

石神遺跡Ｂ期整地土及び SD640出土の須恵器と共通する特

徴となる（図８・９、表３）。 

よって、計量的分析から得られる結果としては、天武朝

期における野洲地域の官衙的要素を強く持つ西河原森ノ内

遺跡北半包含層及び湯ノ部遺跡 SD2401出土須恵器食器は、

飛鳥地域における土器様相とほぼ相違ないと想定できる。

よって、法量分化の観点からは、西河原森ノ内遺跡北半包

含層及び湯ノ部遺跡 SD2401 出土土器には在地性による際

は見られない。 

 

おわりに 

以上のように、野洲地域内の、いわゆる「畿内産土師器」

を大量消費し、多様な器種分化を有する、官衙的要素を持

つ遺跡は、編年基準となっている飛鳥地域の大規模消費地

から出土する須恵器食器と類似した法量分化の様相を持つ

という結論に至った。 

しかし、今回示した結論はあくまで計量的分析による法

量分化にのみに焦点を置いたもので、七世紀末における野

洲地域の土器様相に対して一方からのみ焦点を当てたもの

であることを明示しておきたい。特に、西河原森ノ内遺跡

及び湯ノ部遺跡は官衙的性格を強く持った遺跡であり、官

衙的性格弱い、或いは持たない野洲地域の遺跡は同時期で

も異なる土器様相を持つ可能性は容易に想像できる。また、

今回取り扱った資料は、報告書内に図化された土器のみ取

り扱っており、新出資料による両遺跡の資料数の増加、及

び統計の変化も想定される。これらの資料の追加とそれに

伴う再検討の必要性に関しては今後の課題としたい。 
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天武朝期における野洲地域出土須恵器の法量分化について（遠藤あゆむ） 

本稿では須恵器食器についてのみ言及を行ったが、野洲

地域における天武朝期の土器様相を考えるためには、両遺

跡の他出土遺物、また、同時期の他遺跡出土の遺物も交え

た、多角的な検討が必要である。より多くの分析結果を元

に検討して、初めて野洲地域における土器様相というもの

を想定することが出来ると考える。本稿は、野洲地域にお

ける土器研究の蓄積の走りとし、更なる研究が必要である

ことを提示するものである。 

 

註  

(1) 「律令的土器様式」という呼称が適切であるかについては研

究者によって意見が分かれるところである。西弘海氏本人もその

呼称の使用について「いささか奇妙な表現」としている。本稿では

本論で述べた３つの特徴を有する土器群を「律令的土器様式」とし

ている。 

(2) 西河原森ノ内遺跡北半の遺物は、遺構出土の土器ではなくあ

くまで包含層出土の土器である。そのため、上層からの混入が考え

られる。しかし、現状得られるデータの限りでは、一定の口径に資

料数の偏在が見られ、天武朝期の他遺跡の口径分布とほぼ差異が

見られないことから、西河原森ノ内遺跡北半包含層の出土遺物の

ほとんどは同包含層より出土している木簡の想定年代と同時期で

ある七世紀末のものと想定できる。 
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